
 

教第60号議案 

 

校区調整について 

統合校・既設校に関する校区の調整について,下記のとおり校区調整を実施する。 

令和元年11月11日提出 

記 

１ 垂水区多聞南小学校・本多聞小学校の統合に伴う小学校校区の変更 

(1)校区変更を行う関係学校 

（垂水区）多聞南小学校・本多聞小学校・多聞東小学校 

（2）変更内容 

ア 多聞南小学校と本多聞小学校を統合し、以下の地区を統合小学校校区とする。 

（垂水区）本多聞２～７丁目 

イ 多聞南小学校校区のうち、以下の地区を多聞東小学校校区とする。 

（垂水区）学が丘１丁目 

（3）実施時期・実施方法 

令和３年４月１日 

対象者は、対象地区の全学年の児童 

２ 指定学校の変更を認める地区の指定 

（1）校区調整を行う関係学校 

（垂水区）多聞南小学校・多聞東小学校・多聞東中学校・本多聞中学校 

（2）指定地区の内容 

ア 以下の多聞南小学校校区について、多聞東小学校への、指定学校の変更を認める地区に

指定する。 

（垂水区）学が丘１丁目 

イ 以下の多聞東中学校校区について、本多聞中学校への、指定学校の変更を認める地区に

指定する。ただし、本多聞中学校への就学は、多聞南小学校（統合校）を卒業した場合

に限る。 

（垂水区）学が丘１丁目 

（3）実施時期・実施方法 

ア 令和２年４月１日から令和３年３月31日まで 

対象者は、対象地区の全学年の児童 

イ 令和２年４月１日から対象地区の児童が多聞南小学校（統合校）を卒業するまでの間 

 

以上 







議事要旨 
（垂⽔区多聞南⼩学校・本多聞⼩学校統合に伴う⼩中学校校区の校区調整） 

質問 説明 
統合後、通学距離はどのくらいにな

るのか。 
現多聞南⼩学校までは、⼀番遠いところ（本多

聞 3 丁⽬）から、約 1.6 ㎞、現本多聞⼩学校まで
は、⼀番遠いところ（本多聞 7 丁⽬）から、約 1.2
㎞である。 

統合するにあたって、通学路の安全
対策はどのように考えているのか。 
 

統合⼩学校の通学路については、統合推進委員
において、地域や保護者の皆様からご意⾒を伺い
ながら検討していく。 

多聞南⼩学校校区のうち、学が丘１
丁⽬だけが、本多聞中学校ではなく、
多聞東中学校に進学している。 

今回の校区調整では、学が丘１丁⽬
を多聞東⼩学校校区に変更しようと
しているが、⼩学校校区ではなく、中
学校校区を、多聞東中学校から本多聞
中学校に変更してほしいという意⾒
はなかったのか。 

現在、多聞南⼩学校に通学している保護者から、
ご指摘のようなご意⾒があったので、在校⽣につ
いては、学校の希望選択制を認める地域に指定す
ることで、希望すれば本多聞中学校に通学できる
よう緩和措置を設ける案としている。 

今後、就学する児童・⽣徒にとっては、すぐ近
くの多聞東中学校の校区とすることが合理的であ
ると考えている。 

 意⾒ 
地域の皆様の協⼒を得ながら、⾊々な意⾒を⼤切にして、⼩学校の統合を進めてほしい。
 

 



   

垂水区多聞南小学校・本多聞小学校統合に伴う小中学校校区の校区調整について(案) 

 

【校区変更】 

（1）変更内容 

①多聞南小学校校区（学が丘１丁目を除く）と本多聞小学校校区を統合小学校の校区に変

更する。 

②多聞南小学校校区のうち、学が丘１丁目を多聞東小学校校区に変更する。 

    部分を変更 

  変更前 変更後 

本多聞 

小学校 
本多聞２～４ 

統合小学校 
本多聞２～７ 

     多聞南 

小学校 

本多聞５～７ 

学が丘１ 

多聞東 

小学校 
学が丘２～５ 

多聞東 

小学校 
学が丘１～５ 

（2）変更理由 

①多聞南小学校及び本多聞小学校は児童数の減少により小規模化が進行し、今後、両校と

もすべての学年が単学級になる見込みである。また、両校の校区は隣接しており、学校

間の距離が約 500ｍと近く、現在の通学距離は遠いところでも約１km であることから、

両校を統合して教育環境の改善を図る。 

②多聞南小学校校区のうち、「学が丘１丁目」は多聞東中学校が指定学校であるが、その他

の地区は本多聞中学校が指定学校となっている。学が丘１丁目の児童数は、各学年数人

（平均４人）と少ないため、中学校進学時の不安等から校区変更の要望があり、この度

の統合とあわせて校区の見直しを行うものである。校区見直しにあたっては、多聞東中

学校が学が丘１丁目に隣接していること、多聞南小学校（統合校）・本多聞中学校への

通学は幹線道路（４車線道路）を横断することになるため、通学の利便性・安全性を考

慮して小学校校区を多聞東小学校に変更する。（多聞東小学校の校区内は、すべて多聞

東中学校が指定学校となっており、また、学が丘１丁目から多聞東小学校までは約１㎞

と距離も近く歩道も整備されている。） 

（3）実施時期・実施方法 

令和３年４月１日 

対象者は、対象地区の全学年の児童 

 

【指定学校の変更を認める地区の指定】 

（1）指定地区の内容 

多聞南小学校校区及び多聞東中学校校区のうち、学が丘１丁目をそれぞれ多聞東小学

校及び本多聞中学校への指定学校の変更を認める地区に指定する（学校の希望選択制の

実施）。ただし、本多聞中学校への就学は、多聞南小学校（統合校）を卒業した場合に限

る。 

対象地区 
関係学校 

指定学校 希望学校 

学が丘１丁目 多聞南小学校 

多聞東中学校 

多聞東小学校 

本多聞中学校 



   

（2）「学校の希望選択制」実施の理由 

〔小学校〕 

令和３年度の校区変更実施前に就学する児童及び在校生は、学年の途中で多聞東小学

校に転校することになるため、希望すれば多聞東小学校に就学できるよう学校の希望選

択制を実施する。 

〔中学校〕 

多聞東小学校への校区変更に伴う経過措置により、引き続き多聞南小学校（統合校）

に就学する児童の中学校進学時の不安を解消するため、希望すれば本多聞中学校に就学

できるよう学校の希望選択制を実施する。 

（3）実施時期・実施方法 

〔小学校〕 

令和２年４月１日から令和３年３月 31 日まで 

対象者は、対象地区の全学年の児童 

〔中学校〕 

令和２年４月１日から対象地区の児童が多聞南小学校（統合校）を卒業するまでの間 

 

【参 考】 

（1）対象校の概況               （令和元年５月１日現在） 

学校名 児童数（人） 学級数 
保有教室 延床面積（㎡） 校地面積

（㎡） 普通 特支 校舎 体育館 

多聞南小学校 202＋３ ７＋３ 14 ２ 7,225 714 15,000 

本多聞小学校 195＋４ ７＋２ 19 ２ 8,576 722 15,000 

※＋数字は特別支援学級 

※本多聞統合小学校は、令和３年４月に現本多聞小学校校舎を使用して開校し、現多聞南小

学校校舎を改修後、新校舎へ移転予定である。 

（2）学級数の推移予測   

＜統合を行わない場合＞                   ※特別支援学級は除く 

学校名 Ｒ元年度 ２年度 ３年度 ４年度 ５年度 ６年度 ７年度 

多聞南小学校 ７ ７ ６ ６ ６ ６ ６ 

本多聞小学校 ７ ６ ６ ６ ６ ６ ６ 

＜統合後＞                         ※特別支援学級は除く 

統合小学校 － － 12 12 12 12 12 

※令和元年５月１日現在の（住民基本台帳による）幼児数を基に、対象者が全員統合校に就

学した場合の学級数 

（3）統合校の所在地 

  神戸市垂水区本多聞５丁目２番１号（現多聞南小学校地） 

  ただし、多聞南小学校の校舎改修期間中は、垂水区本多聞４丁目４番１号（現本多聞

小学校地）とする。 
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